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取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行います。

外側荷台ブラケット（短いフランジ） 1

内側荷台ブラケット（長いフランジ） 1

六角ヘッドボルト（5/16 x 5-1/2 インチ） 1222
フランジナット (5/16) 1

荷台ブラケットを取付けます。

スイッチ 1

ソレノイド 1

ボルト（#10 x 3/4 インチ） 2

ナット（#10） 2
333

アクセサリ用ハーネス 1

ソレノイドとスイッチを取り付けます。

昇降シリンダ・サポート 1

昇降アクチュエータ 1

クレビスピン（3-1/2 インチ） 1

クレビスピン（2-1/4 インチ） 1

ヘアピンコッター 2

六角ヘッドボルト（1/2 x 5-1/2 インチ） 1

ロックナット（1/2 インチ） 1

Ｕボルト 2

キャリッジボルト（3/8 x 1 インチ） 2

444

フランジナット (3/8 インチ) 6

昇降アクチュエータを取り付けます。

555 必要なパーツはありません。 – プロップロッドを取り外します。

1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、
エンジンを停止し、キーを抜き取る。

警警警告告告

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰
でででもももいいいつつつでででももも車車車両両両ををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががででで
ききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずず始始始動動動キキキーーーををを抜抜抜
いいいててておおおくくくこここととと。。。

2. 荷台の右側または左側でレバーを引き上げ、
荷台を持ち上げる（図 1）
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図図図 111

1. レバー 3. ロック位置（スロット）

2. プロップロッド

3. プロップロッドを固定スロットにはめ込んで
荷台を固定する（図 1）。

警警警告告告

上上上昇昇昇さささせせせたたた荷荷荷台台台ががが万万万一一一落落落下下下すすするるるととと、、、荷荷荷台台台ののの
下下下にににいいいるるる人人人ににに非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるる時時時ははは、、、必必必ずずず支支支持持持棒棒棒
ででで荷荷荷台台台ををを支支支えええててておおおくくく。。。

••• 荷荷荷台台台ののの下下下ででで作作作業業業すすするるるととときききははは荷荷荷台台台ををを空空空ににに
ししし、、、必必必ずずず安安安全全全サササポポポーーートトトででで固固固定定定すすするるる。。。

4. バッテリー同士を接続している短いケーブル
のうちの 1 本を外して車両への電源供給を
遮断する（図 2）。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが
発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを
起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーやややケケケーーーブブブルルルののの取取取りりり外外外しししややや取取取
りりり付付付けけけををを行行行うううととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部
分分分ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーははは必必必ずずずリリリテテテーーーナナナ（（（固固固定定定具具具）））
でででしししっっっかかかりりりととと固固固定定定しししてててくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででで
あああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花
ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発
ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナ
ススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次ににに
プププラララススス（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララ
ススス（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれ
かかからららマママイイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付
けけけるるる。。。

図図図 222

1. 短いバッテリー・ケーブル

5. ラッチロッド・ブラケットを荷台の裏側に固
定しているフランジナット（4個）を外す（図
3）。
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図図図 333

1. ボックス 3. フランジナット

2. ラッチロッド

6. ラッチロッドとラッチを外して保管する。

2
荷荷荷台台台ブブブラララケケケッッットトトををを取取取付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 外側荷台ブラケット（短いフランジ）

1 内側荷台ブラケット（長いフランジ）

1 六角ヘッドボルト（5/16 x 5-1/2 インチ）

1 フランジナット (5/16)

手手手順順順

荷台の下側で、荷台ブラケットの取りつけ作業を
行う。

1. 上昇させた荷台の底部で、2本のブレースの
それぞれを荷台に固定している一番遠い2本
のボルト（5/16 x 3/4 インチ）を取り外す
（図 4）。

注注注 ボルト（4本）は再取り付けするので捨て
ないこと。

G025133

図図図 444

1. ボルト（5/16 x 3/4 インチ） 3. 前荷台ブレース

2. 後荷台ブレース

2. 外側荷台ブラケット（短いフランジのブラ
ケット）を、それぞれの荷台ブレースにある
外側の穴に合わせる（図 5）。

図図図 555

1. 外側荷台ブラケット（短い
フランジ）

3. 内側荷台ブラケット（長い
フランジ）

2. ボルト（5/16 x 3/4 インチ）

3. ステップ1で外したボルト（2本）を使って外
側荷台ブラケット（短いフランジのブラケッ
ト）を荷台に固定するが、手締め状態にして
おく（図 5）。

4. 内側荷台ブラケット（長いフランジのブラ
ケット）を、それぞれの荷台ブレースにある
内側の穴に合わせる（図 5）。
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5. ステップ1で外したボルト（残っている2本）
を使って内側荷台ブラケットを荷台に固定す
る。これも、手締め状態にしておく（図 5）。

6. 図 6に示すように、六角ヘッドボルト（5/16 x
5-1/2 インチ）を、内側荷台ブラケット（長い
フランジ）、荷台、外側荷台ブラケット（短
いフランジ）の小さい方の穴に通す。

図図図 666

1. ロックナット（5/16 インチ） 3. 六角ヘッドボルト（5/16 x
5-1/2 インチ）

2. 小さい穴

7. フランジナット（5/16 インチ）でボルトを手
締めする（図 6）。

3
ソソソレレレノノノイイイドドドとととスススイイイッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 スイッチ

1 ソレノイド

2 ボルト（#10 x 3/4 インチ）

2 ナット（#10）

1 アクセサリ用ハーネス

手手手順順順
1. メイン・ハーネスとソレノイド・プレートに

作業ができるように、フードを外す。

2. 既存のプレートに、ソレノイドを取り付け
る；ボルト（#10 x 3/4 インチ）2本とナッ
ト（#10）2個を使って 図 7 のように取り付
ける。

1

2

3

4

5

6

7

8

G025061

図図図 777

1. ソレノイド（既存のもの） 5. ソレノイド（新しいもの）

2. ソレノイド・プレート 6. ナット, #10

3. 大きいポート 7. ボルト（#10 x 3/4 インチ）

4. 小さいポート 8. アクセサリ用ハーネス

3. アクセサリ用ハーネスをソレノイドに接続す
る。大きいリングはそれぞれ大きいポストに
接続する。小さいリングはそれぞれ小さいポ
ストに接続する。既存の締結具を使って電線
を固定する。

4. メインのハーネスについているオプション用
の 48 V コネクタを探し出して、付いている
キャップを外す。この 48 V 出力用コネクタ
に、アクセサリ用ハーネスを 図 8 のように
接続する。
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図図図 888

1. スイッチ用コネクタ 6. キャップ付き 48 V コネクタ
延長部（アクセサリ用ハー
ネス）

2. プラグ（ダッシュボード上） 7. アクセサリ用ハーネス

3. ダッシュボード（裏側） 8. 荷台昇降キットのコネクタ
（アクセサリ用ハーネスか
ら）

4. 48 V コネクタ（メインハーネ
スから）

9. 荷台昇降キットのコネクタ
（メインハーネスから）

5. 48 V コネクタ（アクセサリ用
ハーネスから）

10. メイン・ハーネス

5. メイン・ハーネスについている、荷台昇降用
のコネクタを探し出して、付いているキャッ
プを外す。メイン・ハーネスから来ている荷
台昇降用のコネクタのワイヤに、アクセサリ
用ハーネスを接続する。

6. アクセサリ用ハーネスの48 V 出力コネクタに
キャップをはめる。

7. スイッチ用のコネクタを、図 8 のようにダッ
シュボードのプラグの裏の位置におく。

8. ダッシュボード上の打ち抜きプラグ（ステア
リングタワーよりも右側、キースイッチの上
面にあるもの）を打ち抜いて外す（図 9）。

注注注 もし、この穴が既に使用されている場合に
は、その穴から13 mm 横にずれた位置に 22 mm
x 38 mm の四角い穴を新たに開ける。穴を開け
る際に、ダッシュボードの裏側に配置されて
いる機器を傷つけないように注意すること。

図図図 999

1. プラグでふさがれている穴 3. 新しい穴を作る（必要なら）

2. 荷台昇降スイッチ

9. ダッシュボードのアクセサリ用コネクタにス
イッチをはめ込む。

注注注 スイッチはまだ取りつけない。

4
昇昇昇降降降アアアクククチチチュュュエエエーーータタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 昇降シリンダ・サポート

1 昇降アクチュエータ

1 クレビスピン（3-1/2 インチ）

1 クレビスピン（2-1/4 インチ）

2 ヘアピンコッター

1 六角ヘッドボルト（1/2 x 5-1/2 インチ）

1 ロックナット（1/2 インチ）

2 Ｕボルト

2 キャリッジボルト（3/8 x 1 インチ）

6 フランジナット (3/8 インチ)

手手手順順順

1. 昇降シリンダのサポートを、後アクスルの右
端に、取り付け穴をバッテリー・トレイの穴
に揃えて仮止めする；U ボルト 2 本と、フ
ランジナット（3/8 インチ）（4本）を使う
（図 10）。
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図図図 101010

1. 昇降シリンダ・サポート 4. Ｕボルト

2. アクスルの右端 5. キャリッジボルト, 3/8 x 3/4
インチ

3. 後フレームのバッテリー・
トレイ

6. フランジナット, 3/8 インチ

2. 昇降シリンダのサポートを後フレームに固定
する；キャリッジボルト（3/8 x 1 インチ）
（2本）とフランジナット（3/8 インチ）を使
用する。ブラケットとアクスルとを確実に整
列させながら、U ボルトについているフラン
ジ･ナット 4 本を均等に締め付ける。ブラケッ
ト後部を後フレームに固定しているナット（2
個）を締め付ける（図 10）。

3. クレビスピンとヘアピンコッターで、昇降ア
クチュエータの下端を昇降シリンダのサポー
トに取り付ける。各コンポーネントは 図 11
のように配置する。

g017661

2

図図図 111111

1. アクチュエータ 3. クレビスピン

2. 昇降シリンダ・サポート 4. ヘアピンコッター

4. 荷台昇降スイッチの上側パドルを押して昇降
アクチュエータのロッドを伸ばし、ロッドの
穴が内側・外側荷台ブラケットのそれぞれの
穴に揃ったところで止める（図 12）。

注注注 アクチュエータが伸びない場合には、反対
側のパドルを押してください。

5. 上側パドルが 12 時位置になるようにして、
荷台昇降スイッチをダッシュボードの穴に取
り付ける（図 9）。

注注注 カチッと音がしてスイッチがダッシュボー
ドに嵌れば適切です。

6. 2つの昇降ブラケットの間に昇降アクチュエー
タのロッドを固定する； クレビスピン（3-1/2
インチ）とヘアピンを使用する（図 12）。

注注注 各ブラケットで、電動車両（MDE）用の穴
を選択する；この車両用の穴がどれかについ
ては、安全ラベルと指示ラベル (ページ 1)を
参照。

注注注 ナットを軽く締める。
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図図図 121212

1. ヘアピン 5. 六角ヘッドボルト用の穴

2. クレビスピン用の穴 6. 昇降アクチュエータのロッド

3. クレビスピン（3-1/2 インチ） 7. ロックナット（1/2 インチ）

4. 六角ヘッドボルト（1/2 x
5-1/2 インチ）

7. 内側・外側の荷台ブラケットを荷台に固定し
ている4本のボルト（5/16 x 3/4 インチ）（図
5）をトルク締めする；15-16.6 Nm（1.5-1.7
kg.m = 133-147 in-lb）。

8. 内側・外側の荷台ブラケットの残っている穴
（12.7 mm）に六角ヘッドボルト（1/2 x 5-1/2
インチ）を通し（図 12）、ナット（1/2 イン
チ）で軽く止めつける。

9. ボルト（（5/16 インチ））を固定しているフ
ランジナットを軽く締める（図 6）。

5
プププロロロッッップププロロロッッッドドドををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. プロップロッド（支え棒）を荷台の裏側に固
定しているヘアピンとワッシャを外す（図
13）。

図図図 131313

1. ワッシャ 4. 荷台の穴

2. ヘアピン 5. プロップロッド

3. スロット（フレーム）

2. プロップロッドを前にずらしてフレームのブ
ラケットから外す（図 13）。

注注注 外した支持棒は将来に備えて保管する。

注注注 将来、電動昇降装置を外した場合には、
既存の締結具とプロップロッドブラケットを
使って支持棒を再度取り付けてください。
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運運運転転転操操操作作作
警警警告告告

荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせたたたままままままででで走走走行行行すすするるるととと転転転倒倒倒ののの危危危
険険険ががが増増増大大大すすするるる。。。 荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせたたたままままままででで車車車両両両
ののの運運運転転転ををを長長長時時時間間間続続続けけけるるるととと、、、荷荷荷台台台ががが破破破損損損すすするるる可可可
能能能性性性がががあああるるる。。。

••• 運運運転転転すすするるる時時時ははは必必必ずずず荷荷荷台台台ををを下下下げげげててておおおくくくこここととと。。。

••• ダダダンンンプププ操操操作作作をををしししたたた後後後ははは必必必ずずず荷荷荷台台台ををを下下下げげげるるる習習習
慣慣慣をををつつつけけけるるるこここととと。。。

注注注意意意

荷荷荷台台台ははは相相相当当当ののの重重重さささににになななるるる。。。 万万万一一一手手手なななどどどををを挟挟挟ままま
れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

荷荷荷台台台ををを降降降ろろろすすすととときききにににははは、、、荷荷荷台台台ににに手手手やややそそそののの他他他ののの部部部
分分分ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

荷荷荷台台台ををを上上上昇昇昇さささせせせるるる
1. キーを ON 位置に回す。

2. スイッチ上部を押すと荷台が上昇する。

重重重要要要 ラララチチチェェェッッットトト音音音（（（カカカチチチカカカチチチ）））ががが聞聞聞こここえええたたた
ららら、、、荷荷荷台台台ははは完完完全全全ににに上上上昇昇昇（（（下下下降降降）））しししててていいいままますすす。。。そそそ
れれれ以以以上上上スススイイイッッッチチチををを押押押ししし続続続けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

荷荷荷台台台ををを降降降下下下さささせせせるるる
スイッチ下部を押すと荷台が降下する。

重重重要要要 ラララチチチェェェッッットトト音音音（（（カカカチチチカカカチチチ）））ががが聞聞聞こここえええたたたららら、、、荷荷荷
台台台ははは完完完全全全ににに上上上昇昇昇（（（下下下降降降）））しししててていいいままますすす。。。そそそれれれ以以以上上上ススス
イイイッッッチチチををを押押押ししし続続続けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

注注注 荷台が完全に降下した後、およびアクチュエータ
のクラッチが入る前には、荷台がごくわずか変形す
る場合があります。ラチェット音が聞こえたら、ス
イッチから手をはなしてください。
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メメメモモモ：：：
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ToroToroToroののの一一一般般般業業業務務務用用用製製製品品品ののの保保保証証証にににつつついいいててて

限定保証
電動ワークマ
ン

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基づ
き、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対し
て、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品質保
証を共同で実施いたします。この品質保証の対象となった場合には、弊社は
無料で「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品
代、運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは オペレーターズマニュアル に記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、バッテリー、カーボンブラシ、ブレーキ関連機器、タイヤ、
フィルタ、ベルトなどを言います。

• 外的な要因によって生じた損害。 外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤、化学薬品の
使用などが含まれます。

• 通常の使用にともなう「汚れや傷」。通常の使用に伴う「汚れや傷」と
は、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー類、窓などに発生する汚
れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証に
より保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となりま
す。部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊
社が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

注注注記記記：：： デデディィィーーープププサササイイイクククルルル･･･バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

ディープサイクル･バッテリーは、その寿命中に放出することのできるエネル
ギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッテリーそのものの寿命は、
使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わります。バッテリーを使用
するにつれて、完全充電してから次に完全充電が必要になるまでの使用
可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような通常の損耗を原因とす
るバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。本製品の保証期間中
に、上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー交換
の必要性がでてくることは十分に考えられます。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上
記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。

商品性や用途適性についての黙示的内容についての保証も、本保証の有
効期間中のみに限って適用されます。米国内では、間接的偶発的損害に
たいする免責を認めていない州があります。また黙示的な保証内容に対
する有効期限の設定を認めていない州があります。従って、上記の内容
が当てはまらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域
によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたずねくだ
さい。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合は本社へ直接お問い合わせください。

374-0274 Rev A
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